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   平成２8年度小田原市 
 

 

 

 

 

保育所、認定こども園（保育部）、小規模保育事業（以下「保育所等」）は、保護者が就労や病気な

どの理由により家庭でお子様を保育できないときに、保護者の方に代わって一定時間の保育を行う「お

子様のため」の施設です。この申込書は、保育所等の利用のための申込書です。幼稚園や認定こども園

（幼稚部）の利用申込みはできませんのでご注意ください。 

保育所等の利用を希望する方は、保育の必要性についての認定を受ける必要がありますが、小田原市

では保育所等利用の申込手続きで認定申請を兼ねていますので、事前に認定の手続きをする必要はあり

ません。 

※ 平成2８年4月1日から新たに認可予定の施設については、2次募集からの受付を予定しています。 

※ 江之浦保育園は、平成2７年度は休園しています。 

 

 

 

お子様の保護者が次の項目のどれかに該当し、保育ができない状態にある場合に限り、保育所等を利

用することができます。 

 

 就労している場合（一日4時間以上かつ、一月15日以上の就労が最低基準） 
 妊娠中や、出産後間もない場合（出産月を挟んだ産前産後3か月、最長7か月間） 
 病気やけが、心身に障がいがあり、家庭で保育ができない場合 
 親族の方を常に介護することが必要であり、保育ができない場合 
 地震、火災などの災害の復旧にあたっている場合 
 求職活動をしている場合（3か月間） 
 就学をしている場合（職業訓練校などでの職業訓練を含む） 
 虐待やＤＶのおそれがある場合 

 

 

 

 

保育所等の利用は、月単位での利用となります。月の途中からの利用はできません。 

 

●保育所等利用申込受付    

 平成2８年4月利用分 申込書受付期間  

 ・1次募集 平成2７年10月1日（木）～11月1６日（月） 8時30分～17時 

 ・2次募集 平成2７年11月1７日（火）～平成28年1月２９日（金） 8時30分～17時 

 

 平成2８年5月～平成2９年3月利用分 申込書提出期限 

 ・利用希望月の前月10日の17時まで（10日が休みの場合は翌開庁日） 

１．保育所等を利用するにあたって 

２．保育を必要とする事由 

28 

３．保育所等の利用までの流れ 
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≪育児休業明けの申込みについて≫ 

保護者が育児休業明けの場合は、復職（予定）日によって利用申込みができる月が決まります。 

 ・1日～14日付の復職  → 復職月の前月1日からの利用申込みができます。 

  （例）5月1日復職   → 4月1日からの利用申込みが可能 

 ・15日～31日付の復職  → 復職月の当月1日からの利用申込みができます。  

  （例）5月15日復職   → 5月1日からの利用申込みができます。 

※育児休業期間中に、復職を早めて利用を希望する場合は、就労証明書に「育児休業を切上げて 

復職する」旨の記載が必要です。 

 

●申込書受付場所 

小田原市役所本庁舎5階 緑通路 保育課 TEL：0465-33-1451 

 

●必要性の認定 

 保育所等の利用にあたり、保育の必要性の認定を受けることになります。認定の区分は、年齢や利

用希望の施設によって3つに分かれます。 

なお、認定証は、「書類選考結果」の通知と一緒に郵送にてお送りいたします。（選考結果にかか

わらず、お申込みいただいた方全員に認定証が発行されます。） 

認定区分 対   象 主な利用施設 

1号認定 お子様が満3歳以上で、幼稚園等での教育を希望する場合 幼稚園・認定こども園（幼稚部） 

2号認定 
お子様が満3歳以上で、「保育を必要とする事由」に該当

し、保育所等での保育を希望する場合 
保育所・認定こども園（保育部） 

3号認定 
お子様が満3歳未満で、「保育を必要とする事由」に該当

し、保育所等での保育を希望する場合 

保育所・認定こども園（保育部） 

小規模保育事業 

※「1号認定」に該当する方は、幼稚園や認定こども園（幼稚部）に直接申込みとなります。 

※年度途中でお子様が満 3歳を迎える場合、3号認定から 2号認定に変更となりますが、満 3歳

を迎えた年度については、認定区分変更に伴う利用者負担額の変更はありません。 

 

●利用の選考 

保育所等利用申込者の「保育を必要とする事由」を指数化し、その指数の高い方から順に希望の保

育所等の受入れできる児童数を基に、利用する保育所等を公平に判定します。 

保育所等の受入枠が確保できた児童に対して「内定通知」を、受入枠を確保できなかった方には「不

可の通知」を書類選考結果として郵送にて通知します。 

「内定」となった方は、各施設に連絡をとっていただき、面接を行ってください。 

 

  書類選考結果通知の発送予定 

 ・平成2８年4月利用 1次判定・・・・・・・平成2７年12月下旬頃 

   ・平成2８年4月利用 2次判定・・・・・・・平成2８年2月下旬頃 

   ・平成2８年5月～平成2９年3月利用分・・・利用希望月の前月の21日頃 

 

●利用の決定 

保育所等との面接の結果、集団保育への参加に問題がないと確認できた場合、正式に保育所等の利

用が決定します。 

保育所の利用が決定した方については、小田原市から「保育の実施決定通知書」を郵送にてお送り

します。認定こども園（保育部）、小規模保育事業の利用が決定した方については、施設との直接契

約となります。 

 

  決定通知の発送予定 

・平成2８年4月利用 1次判定・・・・・・・平成2８年1月下旬頃 

   ・平成2８年4月利用 2次判定・・・・・・・平成2８年3月中旬頃 

   ・平成2８年5月～平成2９年3月利用分・・・利用希望月の前月の月末 
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保育所等の開所時間（保育所が開いている時間）は基本的に 11時間です。利用可能時間は、各保育

所等の開所時間の範囲内での利用となります。 

さらにその中で「保育を必要とする事由」の状況から、保育時間が保育の必要量によって「保育標準

時間（おおむね11時間）」と「保育短時間（おおむね8時間）」のいずれかに区分され、保育所等を

利用できる時間や利用者負担金（保育料）が決められます。 

ただし、勤務形態や通勤時間等により8時間の範囲に収まらず、恒常的に延長保育料が発生してしま

う場合など、認定変更申請により保育標準時間へ変更できる場合があります。（認定変更は必要に応じ

て申請した月の1日まで遡って変更します。）詳細については保育課へお問い合わせください。 

保育を必要とする事由 必要量の区分 保育を必要とする事由 必要量の区分 

就労【フルタイム】 保育標準時間 災害の復旧 保育標準時間 

就労【パートタイム】 保育短時間 求職活動 保育短時間 

出産 保育標準時間 就学 就労に準じて判断 

病気・けが・障がい 保育標準時間 虐待・DV 保育標準時間 

病人の看護等 保育標準時間 その他 状況によって判断 

「保育の必要量の区分」は、「保育の必要性の区分」とセットで認定されます。 

（例：「2号認定－保育標準時間」、「3号認定－保育短時間」） 

なお、保育標準時間に該当する方が保育短時間での利用を希望することはできますが、保育短時間に

該当する方が保育標準時間での利用を希望することはできませんのでご注意ください。 

 

 

 

   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

※ この図での開所時間や、「保育短時間」の設定時間は一般的な例です。実際の時間は、園に

よって異なりますので、ご注意ください。 

※ 延長保育については、別途料金がかかります。延長保育実施状況は園によって異なります。 

※ また、この図は、利用希望時間と開所時間、「保育短時間」の設定時間の関係を説明したも

ので、実際に園を利用する場合は、好きな時間に登園してよいわけではなく、園で定めた時

間までに登園する必要があります。 

４．「保育時間」について 

※留意事項 利用可能時間は、保育所等が通常開所している時間内の範囲での利用となります。 

 

 

 

 
 

18:30 19:00 保育所等の開所時間（11時間） 

利
用
希
望
時
間 

 

7:30 

Ａさん7:30～18:30(11時間) 

Ｂさん10:00～19:00(9時間) 

通常保育時間 延長保育 

で対応 

＜「保育標準時間」利用の場合＞ 

＜「保育短時間」利用の場合＞ 

※留意事項 利用可能時間は、保育所等が定める「保育短時間」の設定時間内での利用となります。 

 

 

 

Ｃさん13:00～21:00(8時間) 

 

「保育短時間」の設定時間（8時間） 

Ｄさん9:00～17:00(8時間) 

Ｅさん11:00～19:00(8時間) 

7:30 

利
用
希
望
時
間 

Ｆさん7:30～15:30(8時間) 

 9:00 
 

延長保育 
17:00 19:00 

延長保育 

保育短時間認定 

延長保育 

で対応 

 

延長保育 

で対応 

延長保育 

預かれない 
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保育開始年齢は保育所等によって違いますので、保育所等に確認してからお申込みください。 

保育所のうち、「小田原乳児園」は1歳児クラス修了まで、「城前寺保育園かものみや分園」は2歳

児クラス修了までの利用期間となります。 

小規模保育事業については、すべての施設が2歳児クラス修了までの利用期間となりますのでご注意

ください。（2歳児クラス修了後、3歳児クラスから、施設ごとに設定されている連携施設に引き続き

通うことができるようになります。） 

 

次の理由で保育所等を利用した場合は、その要件が発生している期間のみ保育所をご利用できます。

要件の期間が切れた場合は、他の要件が新たに発生しない限り保育所等を利用することが出来ませんの

で、年度の途中であっても退所していただくことになります。 

●「就労」の場合 

就労している期間のみ保育所等を利用することができます。仕事を辞めた場合は保育所等を退

所していただくことになりますのでご注意ください。 

 

●「出産」の場合 

出産（予定）月を基準として出産前3か月と出産月、出産後3か月の最長7か月間、保育所

等を利用することができます（利用開始月にかかわらず出産後 3か月の末日までの利用となり

ます）。 

出産後、そのまま育児休業を取得する場合であっても、保育所等を継続して利用することがで

きます。（平成２８年４月入所より適用） 

 

●「病気・けが・障がい」の場合 

病気やけがなどの事由により保育所等を利用する場合は、医師が発行する診断書に記載される

治療等を要する期間のみ利用することができます。 

 

●「病人の看護等」の場合 

病人の看護等の事由により保育所等を利用する場合は、看護等を必要とされる対象者の医師が

発行する診断書に記載される看護等を要する期間のみ利用することができます。 

 

●「求職中」の場合 

求職活動の事由により保育所等を利用した場合は、利用期間が 3か月間となります。期間内

に就労を開始した場合は、就労証明書を提出してください。就労証明書の発行に時間がかかる場

合がありますので、就労が決定したら速やかに就労先に就労証明書の発行を依頼してください。 

 

●「就学」の場合 

就学している期間のみ保育所等を利用することができます。卒業した場合や休退学をした場合

は保育所等を退所していただくことになりますのでご注意ください。 

 

●「その他」の場合 

上記の事由以外で保育所等を利用する場合、保育を必要とする事由の状況に応じて判断いたし

ます。状況により必要な提出書類が異なりますので、小田原市保育課にお問い合わせください。 

 

 

５．「利用期間」について 
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保育所等の利用にかかる利用者負担金（保育料）は世帯の収入に応じて決定します。 

4月分から8月分は前年度の市民税を基に、9月分から翌年3月分は当年度の市民税を基にそれぞれ

保育料を算定いたしますので、9月に保育料が変更となります。 

【保護者負担金（保育料）の算定基準】 

4月分 5月分 6月分 7月分 8月分 9月分 10月分 11月分 12月分 1月分 2月分 3月分 

  

前年度の市民税を基に保育料を算定 当年度の市民税を基に保育料を算定（9月に保育料変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●保育料の減額について 

就学前児童の兄弟・姉妹が同時に保育所等を利用している場合、第2子は半額に、第3子以降は無

料となります。また、兄弟・姉妹の上の子が幼稚園、認定こども園（幼稚部）、障害福祉施設に在園

している場合でも、保育所等を利用しているとみなして、同様のサービスを行っています。幼稚園、

認定こども園（幼稚部）、障害福祉施設へ在園している就学前児童がいることにより保育料の減額を

受ける場合は、各施設より別紙「在園証明書（別途様式）」に必要事項を記入してもらい証明を受け

た上で、小田原市保育課へ提出ください。 

※ 「障害福祉施設」とは、特別支援学校幼稚部、知的障害児通園施設、難聴幼稚園施設、肢体不自由

児施設通園部、情緒障害児短期治療施設通所部、障害児通所支援提供施設を利用が該当となりま

す。 

 

●保育料の納付方法について 

  保育所の保育料については市に納付し、認定こども園（保育部）及び小規模保育事業については施

設へ納付することになります。 

保育所の保育料は原則口座振替でのお支払いとなります。「小田原市納付金口座振替依頼書兼変更・

解約届」に必要事項をご記入の上、金融機関で登録手続きをしてください。登録用紙は、市内各金融

機関又は小田原市保育課にございます。市ホームページからもダウンロードできます。なお、振替日

は毎月末です。 

口座振替のお申込みをいただいてから、開始までに約40日かかります。 

口座振替の手続が完了していない方や都合により口座振替の手続きができない方につきましては、

毎月15日以降に保育所経由でお渡しする納入通知書兼領収証書でお支払いください。 

（市外の保育所等に通園されている場合は、郵送にてご自宅に送付させていただきます。） 

 

６．利用者負担金（保育料）について 

（1）公立と民間で保育料の料金の違いはありません。 

（2）保育所等の利用中は、実際の利用の有無に係らず毎月保育料を納付していただきます。 

（3）保育料算定の基礎となる書類の提出が未提出で保育料計算ができない場合は、最高額の保

育料がかかりますのでご注意ください。 

（4）保育料算定の基礎となる書類が申込時に未提出であっても、選考において不利になること

はありません。 
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保育所等の利用申込みにあたっては、次の書類が必要となります。 

家庭の状況や世帯構成によって必要な書類が異なりますので、漏れのないようご注意ください。 

（申込書類は、市ホームページからもダウンロードすることができます。） 

 

１．保育所等利用申込書 

太枠の中を記入漏れのないように記入してください。ご不明なところはお問い合わせください。 

２．保育所等利用申込みチェックシート 

お申込みいただく内容について、特に確認をしていただきたい内容を記載しておりますので、確

認後チェックしていただき、申込書と一緒にご提出ください。 

３．保育所等利用児童健康状態調査票 

お子様の病気履歴や生活状況、アレルギー等について事前に調査させていただき、保育所等での

面接時に活用させていただきます。 

４．「保育を必要とする事由」を証明する書類 

保育を必要とする事由に応じて、それぞれの保護者の状況を証明する書類をご提出ください。申

込期限までに提出書類が未提出の場合、選考において不利になることがありますので、ご注意くだ

さい。 

保育を必要 
とする事由 

提出書類 備    考 

就  労 
就労証明書 
（別添様式） 

●就労証明書は、発行日から3か月以内のものを提出してください。 

●勤務先が自営業又は事業主が親族（就労者本人を含む）、農業、漁

業に従事している場合、就労証明書に地区の民生委員の証明が必要

です。（民生委員が分からないときは、お問合せください。） 

●就労証明書の訂正には、事業主の訂正印が必要です。 

出  産 母子手帳の写し 
●出産予定日が記入されているページと、お母様の名前が記載されて

いるページの写しを提出してください。 

病気・けが・
障がい 

診断書・障害者手帳 
●診断書には、「○○の疾病のため、家庭保育困難である」との記載

と「治療期間」を記入してもらってください。 

病人の看護等 
看護等を必要とする方の
診断書・障害者手帳 

●診断書には、「看護等が必要なため、家庭保育困難である」との記

載と「治療期間」を記入してもらってください。 

災害の復旧 り災証明書  

求職活動 
ハローワークカード 
雇用保険受給者資格証 

●すでに求職活動を実施している方で、それを証明する書類が準備で

きる方は提出してください。 

就  学 
在学証明書 
就学時間の分かる書類 

●在学証明書は、各学校の様式のもので提出してください。 

●カリキュラムやシラバスのような就学時間（時間割）の分かる書類

を提出してください。 

 

５．利用者負担金（保育料）算定の基礎となる書類（転入してきた方のみ） 

平成2７年1月2日以降に小田原市へ転入してきた方は、保育料を算定するための資料の提出が

必要です。現在同居している祖父母についても、同様の場合は提出が必要となります。 

対 象 者 提出書類 備    考 

平成27年1月1日時点
で小田原市外に住民登録
があった方 

平成27年度住民税 
課税(非課税)証明書 

●平成27年1月1日に居住していた市区町村で発行を受け

てください。なお、収入が無かった方も「非課税証明書」

の提出が必要です。 

※4月分から8月分までの保育料を算出するために必要とな

ります。 

平成28年1月1日時点
で小田原市外に住民登録
があった方 

平成28年度住民税 
課税(非課税)証明書 

●平成28年1月1日に居住していた市区町村で発行を受け

てください。なお、収入が無かった方も「非課税証明書」

の提出が必要です。 

※9月分からの保育料を算出するために必要となります。 

※「平成28年度住民税課税（非課税）証明書」は、平成28

年7月以降でないと発行できませんので、それ以前に申込

みをされる方はその時点では提出の必要はありません。 

７．必要な書類について 
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●保育所等の見学について 

各施設では、お子様の保育を行っていく際に、施設ごとに特色のある保育を行っております。保育

所等の利用申込みにあたっては、事前に希望される保育所等の見学をお願いします。 

保育所等によっては指定日を設けて見学会を行ったり、園長先生が直接個別対応したりするなど、

施設ごとに対応方法が異なりますので、必ず事前に希望の保育所等に連絡してから見学に行ってくだ

さい。お子様の健康状態等に何か心配な点などがある場合は、受入態勢などを事前に相談してくださ

い。 

※ 施設側も保育所等の運営を行いながら「保育所見学」に対応しておりますので、園の行事（運動会

や発表会など）の日程により、ご希望の日時に見学が受けられない場合があります。 

 

●「小田原市以外の保育所等」を希望される方について 

小田原市以外の保育所等を希望する場合も、小田原市で利用申込みをしていただき、自治体間で協

議を行います。そのため、通常の利用申込みより時間がかかります。申込みの締切日や結果通知時期、

利用要件、必要書類が各市町村によって異なりますので、事前に希望先の市町村にご確認のうえ、余

裕をもって申込みをしてください。 

 

●お子様が保育所等に慣れるまでの短縮保育（ならし保育）について 

利用開始直後は、お子様のストレスを少なくするため、保育所等に慣れるまで短い時間の保育（な

らし保育）を行い、徐々に通常の保育時間にしていきます。就労等で利用される方は、保育時間にご

注意ください。ならし保育の期間は、お子様の状況によって多少の差がありますので、利用開始時に

保育所等と相談してください。 

 

●家庭状況の変更に伴う報告について 

利用申込み後や利用中に、以下に示すような家庭状況に変更があった場合は、速やかに小田原市保

育課及び各施設に「住所等変更届」で変更事項を届け出るようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●長期欠席について 

家庭の事情や健康状態から、1か月以上の長期欠席をする場合は退所していただくことになります

のでご了承ください。なお、1か月に満たない欠席の場合は、各保育所等へ理由を申告するようお願

いいたします。 

 

●退所について 

家庭の事情等により保育所等を退所する場合は、退所する月の 15日頃までに「保育の実施解除申

請書」に必要事項を記入の上、小田原市保育課又は各保育所等へ提出するようにしてください。 

「保育の実施解除申請書」の提出が遅れると、翌月の保育料を支払っていただくこととなりますの

でご了承ください。 

８．申込みにあたっての注意事項 

（1）住所・氏名・電話番号等に変更があった場合 

（2）出産や育児のため休業をする場合 

（3）その他家庭状況に変更があった場合（結婚、離婚等） 

（4）利用希望のお子様の保育状況が変更になった場合（祖父母宅で見てもらうようになった等） 

（5）保護者が就労を辞め、「求職中」となった場合 

※転職により就労先が変更になった場合は、改めて就労証明書をご提出ください。 

（6）小田原市外へ転出し、引き続き同じ保育所等を利用したい場合は、転出先の市町村で手続

きが必要となりますので事前にご相談ください。 
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●一時保育事業について（※全ての保育所で行っているわけではありません） 

通常の保育所等の利用とは別に、保護者の方が、「就労」「就学」「通院」「買い物」「息抜き」

「冠婚葬祭」などの理由で、日中にお子様を一時的に保育所に預けることができるサービスを行って

いる保育所があります。保育所等に直接申込みし、施設側が受入可能であれば利用できるサービスで

す。一時保育サービスの利用を希望する方は、各施設へご連絡ください。なお、利用にあたっては各

施設で定めた利用料金が掛かります。 

 

●病児・病後児保育サービスについて 

病気中や病気回復期で集団保育が困難なお子様を、専用の保育室で看護師等がお預かりすることに

より、お子様にとって無理のない環境で保育するサービスを行っている施設があります。利用するに

は市へ事前登録が必要です。（※詳しい内容は、小田原市保育課にお尋ねください。） 

  

【病児保育サービス】 

●医療法人横田小児科医院 病児保育室「JAMBO
ジ ャ ン ボ

!」 

小田原市北ノ窪514-1（横田小児科医院隣） 

TEL：0465-34-6000 FAX：0465-34-1115 

開所時間：月曜日〜金曜日 午前7時30分〜午後5時30分 

休 園 日：土日祝日、年末年始、医療機関の臨時の休診日 

利用定員：6名 

  

【病後児保育サービス】 

●宗教法人城前寺 城前寺保育園病後児保育室「らっこ組」 

小田原市曽我光海20-1 2階（下曽我駅曽我病院側ロータリー） 

TEL＆FAX：0465-42-6354 

開所時間：月曜日〜金曜日 午前7時30分〜午後5時30分 

休 園 日：土日祝日、年末年始、城前寺保育園行事に伴う休園日 

利用定員：4名 

 

●社会福祉法人宝安寺社会事業部 病後児保育室 ほうあんりすのもり 

小田原市浜町1-3-8(小田原愛児園園舎内） 

TEL：080-4371-1900、FAX：0465-22-3524 

開所時間：月曜日〜金曜日 午前7時30分〜午後5時30分 

休 園 日：土日祝日、年末年始、小田原愛児園・小田原乳児園行事に伴う休園日 

利用定員：4名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

９．その他の保育サービスについて 

【問い合わせ先】 

〒250-8555 小田原市荻窪300番地 

小田原市子ども青少年部 保育課 保育係（小田原市役所5階・緑通路） 

TEL：0465-33-1451 FAX：0465-33-1456 

① 


